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相模湾におけるマダラトビエイの初記録

樋口 理紗・崎山 直夫・鈴木 良博

Risa Higuchi, Tadao Sakiyama and Yoshihiro Suzuki: 
First Record of Myliobatid Ray, Aetobatus narinari from Sagami Bay

  
 
Abstract.  A male Aetobatus narinari (978.1 mm in DW) was collected from Enoshima on 
June 30, 2016.  This specimen represents the northernmost record of the species and its first 
record from Sagami Bay.  We inferred that the species entered Sagami Bay because of a slight 
difference in water temperature between the bay and the Kuroshio Current at that time.

は じ め に

　マダラトビエイ Aetobatus narinari (Euphrasen, 
1790)は，トビエイ科マダラトビエイ属の一種で体盤幅
2 mに達する（山口ほか , 2013； 池田 , 2015）。本種
は水深 1～ 60 mの岩礁やサンゴ礁に生息し，国内では
本州中部以南（西田 , 1990; 黒田 , 2007），新潟県寺泊
（河野ほか , 2011），紀伊半島南部～九州南岸の太平洋
沿岸（松原 , 1936; 池田 , 1995;  横川 , 1997; 山口ほか , 
2013），琉球列島（山口ほか , 2013）から報告がある。
今回 ,相模湾江の島沖の定置網に入網したマダラトビエ
イが得られた。本種はこれまで相模湾からの記録が無く
（Senou et al., 2006； 山口ほか， 2013）,同時に北限
記録になるので，計測値と合わせて報告する。

材 料

産地：神奈川県江の島沖　北緯 35° 7’ 21”，東経 139° 28’
34”（図 1）
採集日：2016年 6月 30日（2016年 8月 6日まで飼育）
採集個体数：1
性別：雄
　2016年 6月 30日に，相模湾湾奥の江の島から南に
1 km，水深 60 m付近に仕掛けられた定置網に入網し
たものである。捕獲当初から新江ノ島水族館にて飼育を
試みたが，同年 8月 6日に死亡した。死亡後に冷凍保存
し ,その後 ,神奈川県立生命の星・地球博物館に移送され , 
飼育中に脱落した尾部とともに 10 %中性ホルマリンで
固定後，同館標本資料KMP-NI 41230として登録保存
した。

計 測 方 法

　 計 測 方 法 は Notarbartolo-di-Sciara（1987) お
よび崎山・瀬能（2011）に従ったが，これらにな
い 33 Spiracle width, 44 Left clasper width, 45 
Left clasper length, 46 Left clasper margin, 47 
Right clasper width, 48 Right clasper length, 
49 Right clasper marginも計測した。計測にはノ
ギス（200 mm および 700 mm）を用い，10 分の
1 mmの精度で行った。体重は固定前の状態を計測し
た。計測部位については図 4に示したが，以下，計測

図 1．採集地点 神奈川県江の島沖 （北緯 35° 7’ 21”，東経
139° 28’ 34”）．図中の黒点が採集地点．



88

方法を補足した。冒頭の数字は図 4と表 1に対応す
る。8 Disc thickness：体盤の最大厚；27 Mouth 
width：下顎の最大幅；29 Upper toothband length
および 30 Lower toothband length：目視で確認で
きた歯帯の幅；31 Internarial distance：鼻孔間の
最小幅；32 Spiracle length：噴水孔の最大長；33 
Spiracle width：噴水孔の最大幅；34 Interspiracle 
distance：噴水孔間の最短距離；45 Left clasper 
lengthおよび 48 Right clasper length：左右交接器
の基部から先端までの長さ；51 Tail widthおよび 52 
Tail height：尾棘の基部における幅と高さ。尚，飼育
時に尾部が一部脱落した。冷凍保存しておき，計測時に
は解凍し，あわせて計測した。

記 載

マダラトビエイ
Aetobatus narinari  (Euphrasen， 1790)

（図 2～ 4；表 1）

　外部形態の計測値を表 1に示す。
　体は横に広くひし形で，胸鰭の前縁はわずかに湾出し，
後縁はわずかに湾入している。体表には突起がなく，一
様に滑らかである。胸鰭の一部が突出して頭鰭を形成す
るが，分離せず，可動的な吻部を形成する。両顎歯は 1
列で，幅広く短い。噴水孔は大きく，頭部背面に位置す
るため，背面からも視認できる。背鰭は小さく腹鰭間に
位置し，後方には尾棘がある。腹鰭内縁に沿って未熟な
交接器がある。尾部は長く，体盤長の 2倍以上ある。体
色：腹面は明るい白，背面は薄い灰～濃い灰。背面に明
るく白い斑点が散在する。明るく白い斑点は腹鰭にも及
ぶ。交接器は白色，尾部は濃い灰である。

考 察

　本個体は，胸鰭の一部が頭部前端に突出して頭鰭とな
るが ,左右のものが互いに分離した耳状の鰭とはならな
い，左右の頭鰭は吻端部で合わさり，先端は突出する，
背鰭の後ろに尾棘がある，体に青灰色帯はない，吻端は
鋭角をなす ,噴水孔は頭部背面から見える，背鰭は腹鰭
間に位置する，体盤背面に青白色斑点が散在するといっ
た特徴から，山口ほか（2013）に従い，マダラトビエ
イと同定された。
　本種は世界では北緯 40°～南緯 30°の亜熱帯海域～
熱帯海域（Last & Stevens, 2009），本州中部以南に
分布する南方系の種で，日本海側では新潟県（河野 , 
2011; 山口ほか， 2013），太平洋側では紀伊半島以南に
分布するとされていた（池田 , 1995; 山口ほか， 2013）。
今回，相模湾から得られた個体は，同湾からの初記録に
なると同時にこの種の北限記録となる。

表 1．マダラトビエイ Aetobatus narinariの計測値

番号は図 4に対応．



89

図 2．マダラトビエイ Aetobatus narinari, 背面側 , 体盤長
482.8 mm, 体盤幅 978.1 mm,全長 1853.7 mm, 神奈川
県藤沢市江の島沖．

図 3．マダラトビエイ Aetobatus narinari, 腹面側 , 体盤長
482.8 mm, 体盤幅 978.1 mm,全長 1853.7 mm, 神奈川
県藤沢市江の島沖．

図 4．マダラトビエイ Aetobatus narinariの計測部位．番号は表 1に対応．
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　本個体が得られた前後の海況を分析すると，5月上旬，
黒潮は関東を離れていたが，5月下旬からやや接岸した。
このことにより，相模湾内の水温が上昇し， 6月 20日
以降，20 ℃以上の水温が保たれ，黒潮と相模湾内の水
温差が縮まった。本個体が得られた 2016年 6月 30日
の相模湾の表層水温は 21 ℃前後であり（神奈川県水産
技術センターHPより，東京湾口海況図ならびに関東・
東海海況速報），南からの黒潮の影響が卓越していた。
このときの黒潮の表層水温は 25～ 27 ℃であった（国
土交通省気象庁HPより，日別表層水温）。
　マダラトビエイは湾内や河口域にも出現するとされて
おり（山口ほか , 2013），黒潮に乗って流れ着いた本個
体は，黒潮との水温差が小さくなった相模湾という湾内
に来遊した可能性が考えられる。
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